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家族の朝の祈り
・

家族の夕の祈り

日本聖公会祈祷書（1959年版）より



家族の朝の祈り
聖書を読み、使徒信経を唱えて、次の祈りをする。

天にまします我らの父よ、願わくは御名を聖となさしめたまえ。御国をきたらしめたまえ。御心を天におけるごとく、地にも行

なわしめたまえ。我らの日用の糧を今日も与えたまえ。我らに罪を犯すものを我ら赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ。我

らを試みにあわせず、悪より救いいだしたまえ アーメン。

全能の神よ、主は我らを顧み、昨夜も我らの身と家を守り、もろもろの災いを防ぎたまえり。これらの恵みのために主をほめ

奉る。願わくは今日も我らを守り、我らを導きて、御心にかのう良きわざをなし、御名の栄光を現わさしめたまえ。主イエス＝

キリストによりてこいねがい奉る。アーメン。

ここで他の祈りをしてもよい。

願わくは主イエス＝キリストの恵み、神のいつくしみ、聖霊のまじわり、我らとともに限りなくあらんことを。アーメン
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家族の夕の祈り
聖書を読み、使徒信経を唱えて、次の祈りをする。

天にまします我らの父よ、願わくは御名を聖となさしめたまえ。御国をきたらしめたまえ。御心を天におけるごとく、地にも行

なわしめたまえ。我らの日用の糧を今日も与えたまえ。我らに罪を犯すものを我ら赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ。我

らを試みにあわせず、悪より救いいだしたまえ アーメン。

天の父よ、我らを守りて、恵みのうちに今日も過ごさせたまいしこと（特にーー）を感謝し奉る。主よ、我ら今まことに罪を悔

やみ、悲しみて懺悔す。（ここでしばらく一日の反省をする） 主よ、我らをあわれみ赦したまえ。願わくは今晩われらを守り、すべ

ての危うきを防ぎ、安き眠りをさずけて明日の努めをなす力を養わせたまえ。また我らの教会を祝し、親族・友人・隣人に恵

みをくだし、貧しき者・病める者・不幸なる者を慰め助け、また主を知らざる人々を救いに導きたまえ。主イエス＝キリストに

よりてこいねがい奉る。アーメン

ここで他の祈りをしてもよい。

願わくは主イエス＝キリストの恵み、神のいつくしみ、聖霊のまじわり、我らとともに限りなくあらんことを。アーメン
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使徒信経
我は天地の造り主・全能の父なる神を信ず

我はそのひとり子、我らの主イエス＝キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり、おとめマリヤより生まれ、ポ

ンテオ＝ピラトのとき苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死にし者のう

ちよりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえり。かしこよりきたりて生ける人と死ねる人を

さばきたまわん

我は聖霊を信ず。また聖公会、聖徒の交わり、罪の赦し、からだのよみがえり、限りなき命を信ず アーメン
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平安のため 74、85

めぐみのため 74

みたすけのため 85

聖職のため——降臨節第三主日 174

聖職と信徒のため 104

万民のため 108

一般的に用うる感謝 125

公会のため——

受苦日の第二・第三特祷 259

三位一体後第十六主日 334

三位一体後第二十二主日 346

使徒聖シモン・聖ユダ日 395

諸聖徒日 398

聖書研究——

降臨節第二主日 172

降臨節第三主日 174

福音記者 使徒聖マタイ日 389

福音記者聖マルコ日 369

福音記者聖ルカ日 393

福音記者 使徒聖ヨハネ日 183

敬神——

三位一体後第七主日 315

キリストの模範——

復活前主日（受難） 228

復活後第二主目（きよき生涯） 279

顕現後第六主日〈きよき生活） 204

導きのため——

聖霊降臨日 291

三位一体後第四主日 309

顕現後第1主日 194

三位一体後第十九主日 340

顕現後第四主日 300

大斎第二主日 218

三位一体後第十八主日 338

赦しと救いのため——

三位一体後第二十一主日 344

三位一体後第二十四主日 350

大斎前第三主日 206

大斎第四主日 223

神への信頼——

三位一体後第八主日 317

顕現後第二主日 196

三位一体後第二主日 304

日本聖公会祈祷書（1959年版） 602・603ページ

家族の朝・夕の祈りに用うるに適当なる祈り
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